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【課題の概要】 
本研究は、分子結晶や金属有機構造体などを用いることにより強等方性格子

を有する物質を合成し、これに電気化学的バンドフィリング制御などにより強

等方性格子のトポロジーに起因する様々な電子及び電気化学的機能を発現さ

せるものである。 
【学術的意義、期待される研究成果等】 
強等方性格子をもつ物質は特異な電子構造を有しているため、学術的にも応

用面においても重要な物質である。本研究は、強等方性格子をもつ多彩な分子

性固体を自在に合成し、新たな電子機能を発現させる点で、学術的に高い意義

がある。また、これらの物質がもつ巨大内部空間などの特異な構造を活用する

ことにより、スーパーキャパシターや 2 次電池などの電気化学的機能が実現さ

れることが期待される。 
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